
提

出

者

松

本

大

輔

平
成
十
八
年
五
月
二
十
九
日
提
出

質

問

第

二

八

二

号

緑
資
源
幹
線
林
道
事
業
期
中
評
価
委
員
会
の
情
報
公
開
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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緑
資
源
幹
線
林
道
事
業
期
中
評
価
委
員
会
の
情
報
公
開
に
関
す
る
質
問
主
意
書

国
の
行
政
に
お
い
て
は
、
国
民
主
権
の
理
念
に
の
っ
と
り
、
行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
を
図
り
、
も
っ
て
政
府
の

有
す
る
そ
の
諸
活
動
を
国
民
に
説
明
す
る
責
務
が
全
う
さ
れ
る
と
と
も
に
、
国
民
の
的
確
な
理
解
と
批
判
の
下
に
あ
る
公
正
で

民
主
的
な
行
政
を
推
進
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
緑
資
源
幹
線
林
道
事
業
期
中
評
価
委
員
会
（
以
下
、

「
委
員
会
」
と
い
う
。
）
の
情
報
公
開
に
つ
い
て
政
府
に
お
尋
ね
す
る
。

一

平
成
十
七
年
度
委
員
会
の
会
議
の
公
開
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
七
年
七
月
二
十
八
日
に
開
催
さ
れ
た
第
二
回
委
員
会
に
お

い
て
、
「
原
則
と
し
て
報
道
機
関
を
通
じ
て
公
開
す
る
。
た
だ
し
、
公
平
中
立
な
審
議
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
、
特
定
の

個
人
若
し
く
は
団
体
に
不
当
な
利
益
・
不
利
益
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
、
希
少
野
生
生
物
の
保
護
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
委
員
会
の
議
決
を
経
て
非
公
開
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
決
定
（
以
下
、
「
公
開
決
定
」
と

い
う
。
）
さ
れ
た
と
承
知
し
て
い
る
。
会
議
を
広
く
国
民
一
般
に
公
開
し
な
い
こ
と
と
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
積
極
的
理
由

と
消
極
的
理
由
の
そ
れ
ぞ
れ
を
具
体
的
に
お
示
し
願
い
た
い
。

二

公
開
決
定
に
お
い
て
「
報
道
機
関
を
通
じ
て
公
開
す
る
」
こ
と
と
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
積
極
的
理
由
と
消
極
的
理
由
の

そ
れ
ぞ
れ
を
具
体
的
に
お
示
し
願
い
た
い
。
な
お
、
他
の
評
価
委
員
会
の
例
は
理
由
と
は
な
ら
な
い
の
で
留
意
あ
り
た
い
。

一



三

公
開
決
定
但
書
き
の
う
ち
、
「
公
平
中
立
な
審
議
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
」
と
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
事
象
を
想

定
し
て
い
る
の
か
。

四

公
開
決
定
但
書
き
の
う
ち
、
「
特
定
の
個
人
若
し
く
は
団
体
に
不
当
な
利
益
・
不
利
益
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
」
と
は
、
具
体

的
に
ど
の
よ
う
な
事
象
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

五

平
成
十
八
年
度
委
員
会
の
会
議
の
公
開
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
委
員
会
に
お
い
て
決
定
す
る
こ
と
と
思
料
さ
れ
る
と
こ

ろ
、
原
則
と
し
て
会
議
を
広
く
国
民
一
般
に
公
開
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
お
示
し
願
い
た
い
。
な
お
、
委
員

会
の
見
解
で
は
な
く
、
政
府
の
見
解
を
問
う
て
い
る
の
で
あ
り
、
委
員
会
の
決
定
次
第
で
あ
る
と
の
答
弁
は
政
府
と
し
て
の

説
明
責
任
の
忌
避
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
留
意
あ
り
た
い
。

右
質
問
す
る
。

二


